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農
業
委
員
会
で
田
植
え
を
行
っ

た
藤
橋
２
丁
目
の
水
田
に
お
い
て
、

10
月
９
日
、
市
内
在
住
の
親
子
21

組
47
名
参
加
の
も
と
、
親
子
農
業

体
験
会
（
稲
刈
り
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

体
験
会
は
、
農
業
委
員
会
と
西

東
京
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
西
東

京
）
の
食
農
教
育
応
援
事
業
の
一

環
と
し
て
共
催
で
実
施
し
、
Ｊ
Ａ

西
東
京
の
役
員
の
方
を
は
じ
め
、

大
勢
の
職
員
の
皆
さ
ん
も
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
参
加
者
を

前
半
と
後
半
の
２
組
に
分
け
て
、

農
業
委
員
会
に
よ
り
鎌
の
扱
い
や

稲
の
刈
り
方
の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
一
人
ず
つ
手
渡
さ

れ
た
鎌
で
稲
刈
り
を
行
い
、
刈
っ

た
稲
を
束
に
ま
と
め
て
「
は
ざ
」

に
掛
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
後
は
記
念
撮
影
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
西
東
京
の
皆
さ
ん
が
用
意
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
に
ぎ
り
と
飲
み

物
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
「
楽
し

か
っ
た
」「
次
回
も
参
加
し
た
い
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
有
意
義

な
体
験
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
台
風
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
親

子
農
業
体
験
会
（
稲
刈
り
）
で
す

が
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

農
業
委
員
会
に
よ
る
脱
穀
作
業
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
219
㎏
と
例
年

以
上
の
量
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
お
米
は
精
米
後
、
参

加
者
へ
５
㎏
ず
つ
配
付
す
る
と
と

も
に
、
食
育
事
業
の
一
環
と
し
て

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
寄
付
を
行
い

ま
し
た
。

親
子
農
業
体
験
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◇
緊
急
防
除
の
終
了
に
つ
い
て

 
（
～
令
和
３
年
３
月
）

　

ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス（
Ｐ
Ｐ
Ｖ
）

の
感
染
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
た

国
の
緊
急
防
除
が
、
感
染
の
収
束

を
受
け
て
令
和
３
年
３
月
31
日
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
ウ
メ
等

の
再
植
樹
が
市
内
全
域
で
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
は
ウ
メ
や

モ
モ
等
に
感
染
す
る
植
物
ウ
イ
ル

ス
で
、
果
実
を
介
し
た
自
然
感
染

は
な
い
こ
と
か
ら
、
感
染
を
拡
大

さ
せ
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
防
除
お
よ
び
、

感
染
の
恐
れ
が
あ
る
植
物
の
伐
採

処
理
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
今
後
は
経
過
観
察
の
た
め
、

苗
木
移
動
の
一
部
規
制
、
再
植
樹

さ
れ
た
ウ
メ
を
中
心
に
市
に
よ
る

感
染
状
況
調
査
お
よ
び
消
毒
な
ど

は
継
続
さ
れ
ま
す
。

◇
苗
木
移
動
の
規
制

 
（
令
和
３
年
４
月
～
）

　

ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
苗
木
が
流
通
し
な
い
よ
う
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
、
農
林
水
産
省

に
よ
る
新
た
な
苗
木
の
検
査
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
　
対
象
地
域

　

左
記
を
除
く
市
内
全
域

（
成
木
、
小
曾
木
、
富
岡
、
新
町
、

木
野
下
、
末
広
町
、
御
岳
山
）

二
　
対
象
植
物

　

ウ
メ
や
モ
モ
な
ど
の
盆
栽
類
、

苗
木
、
母
樹
。

三
　
検
査
が
必
要
と
な
る
場
合

　

検
査
対
象
地
域
の
対
象
植
物
を
、

地
域
外
に
移
動
す
る
場
合
ま
た
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
造
園
業
者
な

ど
に
移
動
す
る
場
合
。

四
　
問
い
合
わ
せ

　

詳
細
は
農
林
水
産
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
梅
市
の
ウ
メ
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

これまでの市の主な取り組みなど

平成２１年度

～平成２２年度

・平成２１年４月、青梅市で国内初となるウメ輪紋ウイルスの発生が確認される

・市内全域が防除区域に指定され、国と協力して緊急防除を開始

・東京都と協力して、市民への説明会を複数回実施

平成２３年度

～平成２４年度

・平成２３年４月、税務署や農業委員会と協議を行い、感染植物伐採を実施した農地を

条件付きで農地としてみなすよう決定

・平成２４年３月、学識経験者等による梅の里再生計画検討委員会を設置

令和２年度までの梅の里再生計画を策定

平成２５年度

～平成２７年度

・梅の里再生計画に基づく緊急対策プログラム期間

感染樹処分の徹底や植樹の自粛などを中心に実施

・平成２５年６月、第１回梅の里再生計画推進委員会を開催

・平成２７年度より、市が主体となり、吉野梅郷地区を中心に強化対策事業開始

平成２８年度

～令和２年度

・梅の里再生計画に基づく再生復興プログラム期間

農業や商業との協力、市民協働などを中心に実施

・平成２８年度より、一部地域で条件付きのウメの再植栽が可能に

・平成２８年１１月、梅の公園に寄付者芳名板を設置

・平成２９年６月、梅の里再生プロジェクトが地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）

に認定される

・令和２年度末に国の緊急防除が終了。市内全域で再植樹可能に
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青
梅
市
農
業
委
員
会
は
、
令
和

３
年
７
月
に
創
立
70
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
を
祝
し
て
、
青
梅

市
樹
苗
養
成
振
興
会
協
力
の
も
と
、

青
梅
市
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た

金
剛
寺
の『
将
門
誓
い
の
青
梅（
ア

オ
ウ
メ
）』
か
ら
枝
分
け
し
て
育

て
ら
れ
た
ウ
メ
の
苗
木
を
寄
贈
し
、

記
念
事
業
と
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。

市
役
所
庁
舎
前
の
市
民
広
場
に
植

樹
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
役
所

を
訪
れ
る
際
に
は
ぜ
ひ
一
度
御
覧

く
だ
さ
い
。

　

青
梅
市
農
業
祭
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
等

に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
、
11
月
12

日
（
金
）
お
よ
び
13
日
（
土
）
に

市
役
所
で
農
産
物
直
売
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
直
売
会
に
は
、
市

内
の
農
業
団
体
等
が
参
加
し
、
合

計
で
500
点
以
上
の
出
品
が
あ
り
ま

し
た
。

　

一
方
Ｊ
Ａ
西
東
京
主
催
に
よ
る
、

Ｊ
Ａ
西
東
京
か
す
み
地
区
農
業
祭

が
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
に
か
す

み
直
売
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、

市
内
の
農
産
物
等
の
販
売
が
行
わ

れ
大
盛
況
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
西
東
京
農
産
物
共

進
会
お
よ
び
園
芸
教
室
女
性
部
作

品
共
進
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
農
産

物
お
よ
び
園
芸
作
品
の
審
査
が
行

わ
れ
、
優
れ
た
出
品
物
に
は
特
別

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
ま

ん
え
ん
防
止
対
策
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
３
年
間
、
市
の
独
自
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

一
　
対
象
地
区

　

梅
郷
、
和
田
町
、
日
向
和
田
の

全
域
お
よ
び
柚
木
町
、
二
俣
尾
、

畑
中
の
一
部
地
域

二
　
対
象
植
物

　

農
地
等
の
再
植
樹
さ
れ
た
ウ
メ

（
一
部
、
既
存
樹
を
ふ
く
む
）

三
　
対
策
方
法

　

年
２
回
の
感
染
状
況
調
査
と
ア

ブ
ラ
ム
シ
防
除
、
感
染
樹
が
見
つ

か
っ
た
場
合
に
は
伐
採
を
実
施
。

四
　
そ
の
他

　

所
有
さ
れ
て
い
る
ウ
メ
な
ど
の

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
恐
れ
が
あ

る
植
物
で
、
葉
に
斑
点
や
輪
紋
等

の
疑
わ
し
い
症
状
が
見
ら
れ
た
場

合
は
、
農
林
水
産
課
ま
で
御
連
絡

願
い
ま
す
。

青
梅
市
の
今
後
の
対
策

記
念
植
樹

農
業
委
員
会
長
賞

・
秋
の
寄
せ
植
え
　
　
留
目
　
博
子

青
梅
市
長
賞

・
秋
の
寄
せ
植
え
　
佐
藤
　
美
南
子

Ｊ
Ａ
西
東
京
園
芸
教
室

女
性
部
作
品
共
進
会

農
業
委
員
会
長
賞

・
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
　
　
関
塚
　
貢
司

青
梅
市
長
賞

・
梅
干
　
　
　
　
　
福
島
　
す
み
れ

Ｊ
Ａ
西
東
京
農
産
物
共
進
会

特
別
賞
受
賞
〈
敬
称
略
〉

農

業

祭
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生
産
緑
地
を
お
持
ち
の
方
へ

◎
生
産
緑
地
の
申
請
は
お
済
で
す

か
？

　

生
産
緑
地
地
区
の
指
定
か
ら
30

年
を
経
過
す
る
日
（
申
出
基
準

日
）
を
過
ぎ
る
と
、
い
つ
で
も
買

取
り
申
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
農
地
の
ま
ま
で
も
固
定
資
産

税
等
は
段
階
的
に
上
が
り
、
５
年

目
に
宅
地
並
み
課
税
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
特
定
生
産
緑
地
に
指
定

を
進
め
る
と
、
買
取
り
申
出
で
き

る
時
期
は
10
年
延
長
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
税
制
特
例
措
置
が

継
続
さ
れ
ま
す
。

　

指
定
手
続
き
は
、
現
在
、
令
和

５
年
度
に
申
出
基
準
日
を
迎
え
る

農
地
等
の
所
有
者
を
対
象
と
し
て
、

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

申
出
基
準
日
を
過
ぎ
る
と
特
定

生
産
緑
地
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
指
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
度

実
施
し
て
い
る
生
産
緑
地
調
査
や

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
調
査
の

ほ
か
、
通
年
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
国
の
遊
休
農
地
対
策

の
指
針
等
を
参
考
に
独
自
で
定
め

た
『
農
地
の
肥
培
等
管
理
基
準
』

に
も
と
づ
き
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
は
市
役
所
３
階
の
農

業
委
員
会
事
務
局
の
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
度
お
目
通
し
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
農
地
の
判
断
は
法
律
上
、

現
況
主
義
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

登
記
の
地
目
に
関
わ
ら
ず
実
際
に

農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、

農
業
委
員
会
に
よ
る
調
査
の
実
施

対
象
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
指
定
手
続
期
間
】

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
４

年
３
月
31
日
※
土
・
日
・
祝
日
を

除
く

【
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
】

　

青
梅
市
都
市
計
画
課
へ
電
話
で

事
前
相
談
日
を
予
約
。

農
業
者
年
金
の
御
案
内

　

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
た
め

の
年
金
で
す
。
自
分
が
積
み
立
て

た
保
険
料
と
、
そ
の
運
用
実
績
に

よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決

ま
る
「
積
み
立
て
方
式
（
確
定
拠

出
型
）」
で
、
掛
け
金
は
必
ず
も

ら
え
ま
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
で
す
の
で
保

険
料
は
、
全
額
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
将
来
受
給
す

る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の

運
用
益
も
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
状
況
や
運
用
収
入
の
配
分

結
果
お
よ
び
残
高
な
ど
は
、
毎
年

６
月
頃
に
加
入
者
へ
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

◇
加
入
資
格

　

次
の
３
つ
を
満
た
す
方

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

た
だ
し
、
加
入
の
時
点
で
国
民

年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

◇
保
険
料

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
選

択
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は

い
つ
で
も
増
額
・
減
額
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
農
業
者
年
金
に
加
入
し
た

場
合
は
、
農
業
者
年
金
の
保
険
料

と
併
せ
て
、
国
民
年
金
の
付
加
年

金
の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
の
肥
培
管
理
基
準
に
つ
い
て
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東
京
都
は
平
成
30
年
度
よ
り
、

『
農
地
の
創
出
・
再
生
支
援
事
業
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
農
地
の
創
出
支
援
事
業

〈
目
的
〉

　

宅
地
等
の
土
地
を
農
地
に
転
換

す
る
取
組
を
支
援
し
、
新
た
な
農

地
の
創
出
を
図
る

〈
対
象
地
域
〉

　

市
内
の
市
街
化
区
域
の
土
地

（
原
則
、
300
㎡
以
上
）

〈
対
象
者
〉

　

対
象
土
地
を
所
有
す
る
農
業
者

〈
支
援
内
容
〉

　

建
築
物
等
の
解
体
処
分
費
用
の

一
部
、
除
礫
、
深
耕
、
客
土
等
、

そ
の
他
農
地
利
用
に
必
要
な
整
備

〈
実
施
要
件
〉

　

整
備
実
施
後
、
一
定
期
間
以
上

（
８
年
間
以
上
）営
農
を
継
続
す
る

見
込
み
が
あ
り
、
対
象
の
土
地
を

生
産
緑
地
地
区
へ
申
請
す
る
こ
と

農
地
の
創
出
・

 

再
生
事
業
の
紹
介

〈
補
助
率
〉

　

２
分
の
１
以
内（
上
限
額
あ
り
）

◇
農
地
の
再
生
支
援
事
業

〈
目
的
〉

　

遊
休
農
地
や
低
利
用
農
地
等
を

再
生
利
用
す
る
取
組
を
支
援
し
、

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を
図
る

〈
対
象
地
域
〉

　

市
内
の
農
地
全
域

　

市
街
化
区
域
内
の
場
合
、
生
産

緑
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ま
た
は

指
定
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
農
地

〈
対
象
者
〉

　

認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定
新
規

就
農
者

〈
支
援
内
容
〉

　

障
害
物
除
去
、
深
耕
、
整
地
、

そ
の
他
農
地
利
用
に
必
要
な
整
備

〈
実
施
要
件
〉

　

利
用
権
設
定
や
農
地
中
間
管
理

事
業
等
の
手
続
き
を
行
っ
て
貸
借

を
実
施
し
て
い
る
ま
た
は
実
施
す

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
農
地

〈
補
助
率
〉

　

認
定
農
業
者
は
２
分
の
１
以
内
、

認
定
新
規
就
農
者
は
３
分
の
２
以

内
（
そ
れ
ぞ
れ
上
限
額
あ
り
）

　

そ
の
他
に
も
要
件
等
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
当
事
業
の
活
用
を
検

討
さ
れ
る
方
は
、
農
林
水
産
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東

　京

　都

東

　京

　都

青
梅
市
農
林
水
産
課

生
産
緑
地
地
区
指
定
申
請

青
梅
市
農
業
委
員
会

利
用
権
・
貸
借
権
等
設
定

青
梅
市
都
市
計
画
課

農

地

所

有

者

【
農
地
の
創
出
支
援
事
業
】

【
農
地
の
再
生
支
援
事
業
】

青
梅
市
農
林
水
産
課

【事業実施者】

農業者等

【事業実施者】

認定農業者

認定新規就農者

等

実施計画作成

交付申請

現況報告

実施計画作成

交付申請

実施計画認定

交付申請

現況報告

実施計画認定

交付申請

補助金交付

現況確認

補助金

交付
補助金

交付

補助金交付

現況確認

農業者が同意



青梅市農業委員会だより令和４年（2022 年）1月 （6）

　

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査

に
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
計
さ
れ

た
結
果
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
都
内
各
市
町
村

へ
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

何
か
と
調
査
等
で
お
手
数
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
今
後
と
も

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
３
年
７
月
～
12
月
）

■
農
業
委
員
会
総
会

第
４
回
７
・
26　

第
５
回
８
・
25

第
６
回
９
・
27　

第
７
回
10
・
25

第
８
回
11
・
25　

第
９
回
12
・
27

■
農
業
委
員
会
専
門
部
会
等

土
地
部
会 

第
１
回　

７
・
26

 

第
２
回　

８
・
25

 

第
３
回　

10
・
18

農
政
部
会　

 

第
３
回　

７
・
26

 

第
４
回　

11
・
25

 

第
５
回　

12
・
27

委
員
会
活
動
日
誌

栄 

え 

あ 

る 

受 

賞

【
内
田
農
業
振
興
会
】

　

第
54
回
農
業
功
労
表
彰

　
紫
綬
功
労
賞

 

関
塚　

聰
明　

氏
（
新
町
）

【
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
】

　
新
規
就
業
奨
励
事
業
奨
励
賞

 

川
崎　

祐
樹　

氏
（
新
町
）

 委 員 会 開 催 状 況（令和３年７月～ 12 月）

開　催　日 議案件数
会長専決
処理件数

第 4 回 ( 7 月 26 日 ) 8 件 5 件

第 5 回 ( 8 月 25 日 ) 7 件 27 件

第 6 回 ( 9 月 27 日 ) 12 件 22 件

第 7 回 (10 月 25 日 ) 10 件 28 件

第 8 回 (11 月 25 日 ) 10 件 13 件

第 9 回 (12 月 27 日 ) 14 件 29 件

■
調
査
・
交
流
活
動
等

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
調
査

 

９
・
６
～
９
・
10

生
産
緑
地
調
査　

 

10
・
６
～
７

 

12
・
14

■
催
事
等

親
子
農
業
体
験
会
（
稲
刈
り
）

 

10
・
９

農
産
物
直
売
会（
青
梅
市
農
業
祭
）

 

11
・
12
～
11
・
13

Ｊ
Ａ
西
東
京
か
す
み
地
区
農
業
祭

 

11
・
23

Ｊ
Ａ
西
東
京
農
産
物
共
進
会
お
よ

び
園
芸
教
室
女
性
部
作
品
共
進
会

（
審
査
会
） 

11
・
22

（
表
彰
式
） 

12
・
３

青
梅
市
農
業
委
員
会
創
立
70
周
年

記
念
植
樹
式 

12
・
27

■
市
内
会
議
等

青
梅
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会 

８
・
13

青
梅
市
食
育
推
進
会
議 

８
・
13

青
梅
市
都
市
計
画
審
議
会

 

11
・
11

■
西
多
摩
地
区
会
議
等

農
業
委
員
会
地
区
別
広
域
連
携
会

議　

西
多
摩
地
区
（
日
の
出
町
）

 

７
・
６

西
多
摩
農
業
委
員
会　

臨
時
総
会

（
書
面
開
催
） 

８
・
10

西
多
摩
地
区　

農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会

（
青
梅
市
） 

９
・
16

農
地
流
動
化
・
利
用
集
積
計
画

現
地
研
究
会
（
瑞
穂
町
） 

12
・
22

■
そ
の
他
会
議
等

東
京
都
農
業
会
議
臨
時
総
会
（
書

面
開
催
） 

８
・
18

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部

会
長
研
究
集
会
（
青
梅
市
）

 

10
・
５

東
京
都
農
業
会
議
事
業
推
進
協
議

会
（
立
川
市
） 

11
・
17

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
昭
島
市
） 

11
・
29

東
京
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交

換
会
（
千
代
田
区
） 

12
・
１

調
査
協
力
へ
の
御
礼


